
２ ０ ２ ６ 年 度　 九 州 医 療 科 学 大 学

前 期 Ｃ 方 式 入 学 試 験　 国 語　 解 答 用 紙　 ― 二 月 三 日 ―

問 一 、 ① き ぜ ん ② て ん こ ③ ほ う か い ④ が い ぜ ん ⑤ せ ん ぼ う

問 二 、 ① 停 電 ② 犠 牲 ③ 魂 ④ 生 存 ⑤ 引 用

問 三 、 ア ２ イ ４ ウ ５ エ １ オ ３

問 四 、 精 神 的 ケ ア

問 五 、 外 的 根 拠 を 挙 げ て 内 的 な 共 感 を よ び さ ま す と き

問 六 、 未 来

問 七 、 過 去 の な か で 、 永 遠 に 保 存 さ れ る か ら 。
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問 一 、 ① 注 視 ② 徐 々 ③ 示 唆 ④ 敏 感 ⑤ 布 団

問 二 、 視 線

問 三 、 他 者 の 顔 、 表 情 、 視 線 、 動 き な ど を 認 識 す る 能 力

問 四 、 外 界 の 刺 激 ・ 印 象 を 受 け る 能 力 。 物 を 感 じ 取 る 能 力 。

問 五 、 相 手 が 何 に 興 味 を 持 ち 、 ど こ に 注 意 を 向 け て い る の か を 示 す 手 が か り

問 六 、

日 本 人 の 赤 ち ゃ ん は 、 相 手 の 表 情 を 見 る 際 に 目 元 に 注 目 す る 傾 向 が 強 く 、 イ ギ

リ ス 人 の 赤 ち ゃ ん は 口 元 を 見 る こ と が 多 い

発 達 初 期 か ら

二 　



2026年度　九 州 医 療 科 学 大 学

（２月３日）
前期Ｃ方式入学試験　英語　解答用紙

【Ⅰ】
設問１
１ ２ ３ ４ ５
× × ○ ○ ○

設問２
⑴ 地球最大の陸生動物であるゾウは、非常に知能が高く、鋭い記憶力と

問題解決能力、そして洗練されたコミュニケーション能力を備えています。

⑵ 彼ら(オスゾウ)は、鼻を伸ばし、主に互いのにおいを嗅いであいさつをする。

⑶ ゾウはしばしば他のゾウの頭や腹をチェックするために鼻を使う。

設問３
For elephants, greetings appear to be a similarly complex affair.

【Ⅱ】
設問１
A B C D E F G H
6 4 1 2 5 7 8 3

設問２
A B C D E F G
5 7 4 1 3 2 6

【Ⅲ】
設問１
１ ２ ３ ４ ５
C A B D B

設問２
１ ２ ３ ４ ５
C A D B A

【Ⅳ】
設問１
１ ２ ３ ４ ５
A B D C A

設問２
１ ２ ３ ４ ５
A A B D B



2026年度　九 州 医 療 科 学 大 学

（２月３日）

［ 1］ 解答に至る計算過程も採点の対象とする。

［ 2］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。

裏面へつづく

前期Ｃ方式入学試験　数学　模範解答（スポーツ健康福祉学科）（臨床心理学科）



［ 3］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。

［ 4］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。



2026年度　九 州 医 療 科 学 大 学

（２月３日）
前期Ｃ方式入学試験　数学　模範解答（動物生命薬科学科）（生命医科学科）

［ 1］ 解答に至る計算過程も採点の対象とする。

［ 2］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。

裏面へつづく



［ 3］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。

［ 4］  解答に至る計算過程も採点の対象とする。



2026年度　九 州 医 療 科 学 大 学

（２月３日）
前期Ｃ方式入学試験　生物　解答用紙

【Ⅰ】

問１ ①　ピルビン酸 ②　アセトアルデヒド ③　NADH

問２ 乳酸発酵：　乳酸菌 アルコール発酵：　酵母

問３ １）　解糖系 ２）　2 分子

問４ 激しい運動をしてATPが急速に消費され、呼吸によるエネルギーの供給が追い付かなくなったときに解
糖によるATPが供給される。

問５
呼吸ではグルコースが酸化され、二酸化炭素と水に完全に分解されるため多くのエネルギーが取り出さ
れるが、発酵によってできる物質はグルコースの酸化物ではなく、不完全な分解のため少ないエネルギー
しか取り出されない。

問６ 口腔内に含まれていた酵母などの微生物のアルコール発酵によってCO2が放出され、ペットボトル内の
圧力が増えたから。

問７ 　22 g

【Ⅱ】

問１ １） a)　制限酵素 b)　DNAリガーゼ ２） c)　ベクター

問２

１）

①　94 ②　55 ③　72

④　2本鎖のDNAを 1本鎖にする

⑤　プライマーを相補的な配列に結合させる

⑥　ポリメラーゼによるDNA複製を行う

２）

問３

１） 負（の電荷） ２） 陽極

３）　

Ｐ Ｃ Ｒ 法 に 用 い ら れ る 耐 熱 性 Ｄ Ｎ Ａ ポ リ メ ラ

ー ゼ は 、 プ ラ イ マ ー の 結 合 し た 相 補 的 な 配 列

の 3' 末 端 側 か ら 5' 末 端 方 向 に ヌ ク レ オ チ ド 鎖

が 合 成 さ れ る 。

ゲ ル の 網 目 構 造 は 、 短 い Ｄ Ｎ Ａ ほ ど 早 く 、 長

い Ｄ Ｎ Ａ ほ ど 遅 く 移 動 す る 。

裏面へつづく

還元型ニコチンアミドアデニン
ジヌクレオチドでも可



【Ⅲ】

問１
① 分裂, M ② 間 ③ DNA合成準備, G1

④ DNA合成, S ⑤ 分裂準備, G2

問２

③ ④ ⑤ ③

①

前期

細
胞
当
た
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
量

　
（
相
対
値
）

中期 後期 終期

4

2

0

問３
①前期 ロ ①中期 ホ ①後期 イ

①終期 ハ ⑤ ニ

問４ １） 紡錘糸 ２） 動原体

【Ⅳ】

問 1
①　グリア細胞 ②　樹状突起 ③　軸索 ④　有髄神経

⑤　ランビエ絞輪 ⑥　跳躍伝導

問 2 ア オ

問 3 中枢神経系では1つのオリゴデンドロサイトが複数の軸索に複数髄鞘を形成する。一方、
末梢神経系では1つのシュワン細胞が1つの軸索に1つの髄鞘を形成する。

問 4 　カルシウム イオン

問 5 脳神経：　12 対 脊髄神経：　31 対


